























































































































































会期  令和 3年 2月 3日～ 3月19日　 会場  資料館展示室
　令和 2年度金沢大学資料館後期企画展は，「寿ぎの季（とき）―『加賀藩年中行事図絵』
と『儀式風俗図絵』にみる祝事（いわいごと）―」と題してお届けします。
　金沢の浮世絵師，巌如春作の『加賀藩年中行事図絵』と『儀式風俗図絵』は，金沢大学附
属図書館が所蔵し，これまでも報道各社から数多くのレファレンスが寄せられている資
料です。藩政時代の加賀前田家における儀式，庶民の風俗が，史実に忠実に精緻な筆致
で描かれており，写真記録のない時代を知る重要な手がかりとなっています。
　今回は，これらの図絵から「寿ぎ」「祝事」をテーマに，春迎え（正月）の支度や婚礼の儀式，
そして子どもの成長を願う行事について取り上げます。また，作者の巌如春が浮世絵師
として，また郷土史研究家として当時の金沢で果たした役割についてもパネルで紹介します。
　ご来館をお待ちしております。
開催案内
　私は， 3月末の退職をもって資料館長を退任いたしますが，資料館長に就任してから，
あっという間の 7年間でした。思えば，館長就任前から資料館委員として資料館に関わ
らせていただいて，時には，館長代理で「大学博物館等協議会」にも参加させていただき
ました。しかし，資料館長への就任は突然でした。前館長が任期途中で図書館長に就任
されたため，当時埋蔵文化財調査センター長であった私に声がかかりました。それで，
最初の 1年間は埋蔵文化財調査センター長を兼任しながらのスタートでした。それでも，
7年間無事に務めることができたのは，資料館スタッフならびに情報部の方々のお陰と
心より感謝しています。この場をおかりして心より御礼申し上げます。さて，この間いろいろなことがありま
したが，その中でも強く心に残っていることがいくつかあります。まず，2015年に金沢大学において資料館が
中心となって実施した「第18回大学博物館等協議会・第10回日本博物科学会」では，多くの大学博物館関係者に
参加いただき，シンポジウムでも活発な議論ができ成功裏に終えることが出来ました。さらに，2019年に資料
館設置30周年を迎え，同年 8月 8日に累計入館者数10万人を達成できました。この年は私にとっては非常に感
慨深い年となりました。しかし，最も重要な出来事は，館長就任当初から開催されている「学生企画展」であり
ます。大学の使命の中で最も重要なものは教育であり，学芸員養成課程教育の最も重要な「博物館実習」として，
展示の企画・準備などの全てを学生自身が行う「学生企画展」は資料館での教育の中心になりました。さらに，
金沢大学資料館は，博物館機能の他に文書館としての機能を有しています。資料館は旧制第四高等学校を代表
とする，金沢大学の前身校から引き継がれた文書ならびに金沢大学発足当時からの文書を保有し，金沢大学の
歴史を将来に伝えるという重要な使命があります。これに関連して，私には夢があります。それは，資料館が
金沢大学の歴史を伝える大学公文書を将来に生かすために「国立公文書館等」に指定されることです。未だ夢は
叶っていませんが，次期資料館長ならびに資料館関係者にこの夢を引き継いでいただければ非常に嬉しく思い
ます。とりとめのない話になりましたが，先の見えない新型コロナの嵐の中で，資料館関係者は力を合わせて
事業を推進しておりますので，今後ともご支援を賜りますようお願いいたします。少し早いですが，長い間あ
りがとうございました。
資料館での 7年間（退任のご挨拶に代えて）　資料館長 奥野正幸
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